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を求めた。その結果、55名（81%）が経験しており、 4 名（ 6 %）が出会いの経験がない、 5









の内訳は、職場体験等の学外活動 6 名、習い事 0 名、ボランティア活動 3 名、近隣の住民 2 名、
部活 1 名、日常的に遊んだり旅行にいっていたのが 1 名であった。学校生活の延長上にあった




図 1　 障害のある子どもと過ごした経験の有無  
（時期別　n＝68）
















　最も印象に残るエピソード記述の時期をみると、保育所・幼稚園 2 名（ 3 ％）、小学校24名























































































ものの 5 項目に分類された（表 2 ）。
表 2　障害のある子どもの保育に対する思いや考え
障害のある子どもの保育に対する思いや考え方の分類化とその内容
〇環境
・社会生活
・保育・教育
障害の有無にかからず共に生活しやすい社会
障害の有無にかかわらず共に過ごす場
障害程度を考慮した保育・教育の場
〇保育上の留意点
・子ども支援
・保護者支援
子どもにとって必要なかかわりの提供
保護者に対する助言・指導
○保育における障害の認識
・個性
・ニーズがある
障害を個性とする
支援は要するが、障害と意識しない
○差別・偏見
・差別偏見がある
・差別偏見の排除
差別偏見があるという認識
差別偏見を取り除くことが望ましいという認識
○将来的展望 今後のかかわりに向けた心構え
4 ．考察
保育所・幼稚園から高等学校を卒業するまでの間の障害のある子どもとの出会い経験の実態
と障害のある子どもの保育に対する思いや考えについて、考察していく。
まず、障害のある子どもとの出会い経験の実態について述べていく。
第一に、保育所・幼稚園から高等学校までの時期での出会い経験として、回答者の約 8 割が
出会い経験をもち、一緒に過ごした経験を有している傾向が窺える。保育所・幼稚園から高等
学校を卒業するまでの学校生活において障害のある子どもと出会ったことがあるのが71名、学
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校以外の場で出会ったことがある13名中10名が部活や職場体験学習といった学校生活の延長線
上にある経験を挙げていた。以上のことから、保育・教育の場が障害のある子どもと一緒に過
ごす場であり、機会になっていることが窺える。
第二に、障害のある子どもの所属する学級・学校や障害のある子どもとの交流を目的とした
場面など保育・教育の場での構造化された機会や場を通して、障害のある子どもと出会ってい
たと自覚していることが考えられる。回答者全員が障害児・者とのかかわり経験に対して好転
的な見解をもっているとは限らないが、川間（1996）の指摘する接触が直接的かつ構造化され
た中でのかかわりは、障害のある子どもとかかわっていたという事実を自覚させることに作用
していると推察できる。
第三に、最も印象に残ったエピソードとして、かかわり続けた結果やりとりに変化がみられ
たことや同級生の言動について述べるものがあった。自らのかかわりだけでなく、同級生や施
設職員、教師・保育者とのかかわりを手掛かりに、障害や障害のある子どもへの意識や認識が
変化していく可能性が示唆された。こういったことが、障害理解や障害のある子どもへの思い
に対する質的変化の過程についてどのように影響を与えているのだろうか。現在取り組んでい
る縦断的な研究において検証したい。
最後に、障害のある子どもの保育に対する思いや考えについて述べる。障害のある子どもと
の出会い経験の有無や認識に関わらず、 1 年生の時点においても将来障害のある子どもと出会
うであろうことを予想していること、保育に関して留意点や保護者支援が求められることにつ
いて思いや考えを持っていることが考えられる。障害のある子どもの保育に対する思いや考え
としては、「環境」「保育上の留意点」「保育における障害の認識」「差別・偏見」「将来的展望」
の 5 つの視点に着目していることが考えられる。
保育所・幼稚園から高等学校卒業までの間での障害のある子どもとの出会い経験がある学生
は、保育者としてではなく、学生としての立場で障害のある子どもと一緒に過ごしている。障
害のある子どもの保育・教育の場での過ごし方、周りの子どもや保育者とのかかわりをみるこ
とを体験した上で、「環境」や「保育上の留意点」について考えていることが推察される。また、
「保育における障害の認識」の中には、障害を個性として捉える回答や障害があることを意識
するかしないかという視点で回答を述べるものもある。これらの視点も障害のある子どもとの
出会いや一緒に過ごした経験の中から出てきたこととすれば、障害のある子どもとの出会いと
関わり経験の有無は障害観に影響を与えている可能性があるといえる。現在取り組んでいる縦
断的な研究において検証したい。
以上 4 点について考察を進めてきたが、保育者を目指す学生の多くは、障害のある子どもと
の出会い経験があって養成校に進学しているといってよいだろう。出会い経験の多くは、学校
生活が中心で、障害のある子どもと交流することが想定される場面を挙げていると考える。子
どもとその周りの環境から障害のある子どもと捉えているといえるだろう。学生の障害のある
子どもとの出会いと一緒に過ごした経験はインクルーシブ保育・教育に向かおうとしている今
日において、自らの幼少期の経験から培っている土台があることが示唆された。こういった背
景を持つということを踏まえた養成カリキュラムの検討が求められるだろう。学生は、学年進
行が進むにつれて、専門的な知識を取得し、専門職として当事者と相対する機会を迎えていく。
保育者を目指す学生の障害観に関する研究（2）
─障害のある子どもとの出会い経験の実態把握─
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今後、縦断的な研究を行うことで、明らかにしていきたい。
5 ．まとめ
本報告では、本学科の保育者養成カリキュラムの進行として障害のある子どもの教育の場で
の体験学習、障害のある子ども及び社会的養護に関する科目を受講する前の時期にある 1 年生
を対象として実態把握に取り組んだ。鈴木ら（2013）の結果と同様に、全体の 8 割が保育所・
幼稚園から高等学校を卒業するまでの間に障害のある子どもと出会い、一緒に過ごしていた経
験があった。障害のある子どもの保育に対する思いや考えとして、「環境」「保育上の留意点」「保
育における障害の認識」「差別・偏見」「将来的展望」の 5 つの視点がみられた。障害のある子
どもとの出会いや一緒に過ごした経験から述べているとすれば、障害のある子どもとの出会い
経験の有無は障害観に影響を与えている可能性があるといえるだろう。保育者の養成にあたり、
学生たちの障害のある子どもや大人との出会いと一緒に過ごす経験を把握した上で、生活経験
を加味した養成カリキュラムの検討が必要になるだろう。入学後の養成カリキュラムとのつな
がりを検討することは今後の課題である。
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